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子どもをほめる観点に関する心理学的考察
──熟達者と初学者の違い──
堀　　　由　里
Discuss Point of View about Praise for Children
—Between Experts and Novice—
Yuri HORI
問題と目的
　少子化、核家族化、近所付き合いの希薄さなど、現代の子育て環境は、親の孤立化を助長し
ている。ミキハウス子育て総研の調査（2014）では、子育て中に「孤独感を感じたことがある」
人は53.2％と過半数にのぼっており、それは「子どもと２人だけで家にいる時」や「外出先で
他の子連れの母親たちが楽しそうにしているのを見た時」、「夫が育児に関心をもってくれてい
ないと感じた時」など、物理的にも精神的にもサポートの乏しさが親の、特に母親の子育てに
おける孤独感、孤立状態を招いていると考えられる。その中で、子育て中の悩み、迷いを解決
する方法として母親にとって身近なツールはインターネットといえる。井田・合田・片岡
（2013）の乳児の母親を対象とした調査においても、子育てに関連してインターネットを利用
している母親は約８割であった。専門書を読むこと、市役所等の公的サービスを利用すること、
親族・友人から情報を得ることなど、子育て情報のツールは様々あるが、最も利便性に長けて
いるのがインターネットといえる。しかし、インターネットの情報は玉石混交であり、情報の
信頼性には問題がある。
　近年「ほめ方・叱り方」に関する webコンテンツも多く見られるようになった。もちろん
インターネットに限らず、書籍や講演等、子育て・教育・保育の分野における「ほめ方・叱り
方」をテーマにしたものが散見される。特に、子どもをほめ育てることは肯定的な望ましい方
法という考えは広く一般化されている。子どもにとってほめられる経験は、結果が適切である
ということの確認や存在価値の肯定につながり（高崎、2002）、大人に受容されたという安心
感を得られ（岡本、1994）、自尊感情（箕輪・向井、2003）やモチベーション（Kelly, Brownell, 
& Campbell, 2000）の高さにも影響を与えることがわかっている。しかし、ほめ方を間違えれば、
調子に乗りすぎてしまったり、ほめられることを目的として行動してしまうなどデメリットも
あり、効果的なほめ方（岩立、2017；菅原、2013）なども特集されるなど、ほめることは容易
いことではないことがわかる。
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　堀（2018）の保育者養成課程学生を対象としたほめの調査では、子どもをほめることと叱る
ことのどちらが難しいのかを聞いたところ、ほとんどの学生が叱ることを難しいと回答し、１
割弱の学生しかほめることの難しさを実感していなかった。「叱る＝難しい、ほめる＝簡単」
という単純な図式で学生は捉えている可能性がある。もちろん、叱ることは単に技術だけの問
題ではなく関係性についても考えなければいけないなど（和田、2017）、易しいとはいえない。
しかしほめることは叱ることと同様に、否それ以上に難しいものである。堀（2018）では、ほ
めることが難しいと回答した学生へのインタビューの中で、「ほめのレパートリーがあるだけ
では実践できない」や「ほめることはその対象が明確でなく、相手と共有されていない」など
の意見が挙がり、ほめることは叱ることに比べて対象となる場面や行動の不明確さや相互の捉
え方の不一致性が高く、ほめ方においても多様性があることが、ほめ方の難しさになっている
と推察された。したがって、きちんと、効果的にほめようとすれば、ほめることの難しさが実
感できるものである。
　心理学の強化理論に基づけば、即時にほめたり、それを繰り返すということが効果的なほめ
方となる。しかし、どのような行為・言葉・態度がほめの対象となっているのであろうか。こ
れまでの大人（教師、指導者等）による言葉かけの研究は、ほとんどが賞賛・承認か否かといっ
た肯定的か否定的かというアプローチでしかとらえていない（例えば、田中、1995；吉村・日
角、2005）。しかし、肯定的な声かけにも様々なタイプやアプローチがあると考えられる。また、
ほめ対象を特定する／しないという認知段階から、効果的なほめは成立していると考えられる。
保育や教育場面において、子どもの言動、またその背後にある心理を理解することが重要な保
育実践となる。幼児の状態の捉え方や幼児理解の方法には、経験による違いがあり、経験者は
複数の視点から幼児の状態を捉えるのに対し、初心者は単一の視点から捉えるという熟達の差
がある（高濱、1997）。子どもをほめることに関しても、熟達者（経験者）と初心者では、ほ
める観点が異なると予想される。そこで、本研究では、保育・幼児教育の初学者としての学生
と、熟達者である現場経験者の元保育者を対象に、ほめる場面や内容、観点の差異を明らかに
することを目的とする。
方法
調査対象者と時期
　初学者として、保育者養成課程に在籍する女子大学生155名（３年生）を対象に、2017年９
月に授業時間の一部を利用してアンケート調査を実施した。欠損値を除いた149名を分析対象
とした。全ての学生が保育所４週間、幼稚園４週間、施設２週間の実習を終えた状態である。
　また熟達者として、保育・幼児教育を長年実践してきた元保育者（現大学教員）３名（全員
女性、平均勤務年数34年）を対象に2018年５月に縁故法により個別にアンケートを実施した。
　尚、それぞれの調査対象者には、研究の趣旨、個人情報の保護等の説明をし、同意を得てい
る。
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調査内容と分析方法
　「子どもをほめるときは、どのような場面が多かったか？」という質問について自由記述を
求めた。得られた回答を大学教員と大学院生１名で協議しながらKJ法により分類した。その後、
別の大学教員と再度分類を検討した。
結果と考察
　KJ法による分析の結果、初学者の「ほめ場面」は総計429場面あり、「生活」、「遊び」、「社会・
集団」の３つに分類できた（table 1）。着替え（25件）、排泄（24件）、食事（62件）、生活習慣
全般（５件）、片付け（40件）、準備（11件）、挨拶（７件）、成長（３件）を「生活」場面（計
177件）、リズム遊び（６件）、運動遊び（21件）、製作遊び（29件）、空想遊び（１件）、勉強
遊び（１件）、活動全般（13件）を「遊び」場面（計71件）、自己調整（５件）、待つ（20件）、
遵守（８件）、取り組み（57件）、手伝い（20件）、思いやり（43件）、報告（26件）、他者を意
識させる（２件）を「社会・集団」場面（計181件）とした。
　保育所保育指針（平成29年告示）においても、第１章総則保育所保育に関する基本原則の
保育の目標に「健康、安全など生活に必要な基本的な習慣や態度を養い、心身の健康の基礎を
培うこと」とあり、乳幼児期の基本的な習慣や態度を育むことが保育の目的の一つになってい
る。また、幼稚園教育要領（平成29年告示）においても、第２章ねらい及び内容の健康に「基
本的な生活習慣の形成に当たっては、家庭での生活経験に配慮し、幼児の自立心を育て、幼児
が他の幼児と関わりながら主体的な活動を展開する中で、生活に必要な習慣を身に付け、次第
に見通しをもって行動できるようにすること」と示されている。つまり保育や幼児教育の中で
は、生活習慣を確立したり、自立の習慣を身に付けるといった「生活」場面での行動は保育・
教育活動の主軸といえる。
　同様に、乳幼児期には遊びが重要である。幼稚園教育要領（平成29年告示）第１章総則に
は「幼児の自発的な活動としての遊びは、心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習で
あることを考慮して、遊びを通しての指導を中心として第２章に示すねらいが総合的に達成さ
れるようにすること」とあり、保育所保育指針（平成29年度告示）第１章総則　保育の方法
にも「乳幼児期にふさわしい体験が得られるように、生活や遊びを通して総合的に保育するこ
と」とある。子どもたちは様々な遊びを通して学びを深めている。その点で「遊び」場面も重
要な保育・教育活動の主軸といえる。
　「社会・集団」場面は、「生活」や「遊び」の一側面といえるが、保育所保育指針にも幼稚園
教育要領にも示されている「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」である「協同性」や「社
会生活との関わり」としても重要性が示されているように、乳幼児期は社会化していく大事な
時期といえる。その点で、「社会・集団」場面で子どもをほめるというのは必要な保育者の関
わりと考えられる。
　次に、どのような観点で子どもをほめているのかという分類を行った。その際、自由記述に
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おいて場面の名称のみを記した記述は排除し、残りを分類の対象とした。その結果、「達成・
上達」、「自発・努力」、「向社会的」の３つに分類することができた（table 2）。「着替えができた」、
「食事のマナーを守れた」、「縄跳びを何回も飛べた」など物事の達成や上達などをほめている
場合を「達成・上達」の観点として分類した。全179件のうち、生活場面107件、遊び場面18件、
社会・集団場面54件であった。「一生懸命食べていた」、「竹馬の練習を頑張っている」、「不得
意なことを頑張っている」など子どもなりに努力したり主体的に取り組んでいる姿勢をほめて
いる場合を「自発・努力」の観点とした。全61件のうち、生活場面28件、遊び場面８件、社会・
集団場面25件であった。「協力して片付けた」、「泣いている子を慰める」など他者のための行
動をほめている場合を「向社会的」観点とした。向社会的行動とは、外的報酬を期待すること
なしに、他人や他の人々の集団を助けようとしたり、こうした人々のためになることをしよう
とする行動である、と定義されており（Mussen, & Eisenberg-Berg, 1977）、分与、協力、思いや
り行動などが含まれる。全46件のうち、生活場面４件、遊び場面０件、社会・集団場面42件
であった。
　達成や上達といった個人内での成長を対象としたものが、全体の６割以上を占め、ほめやす
いということがわかる。青木（2005）は就学前の子どもを対象にほめられたエピソードをまと
めているが、その中でも「何かができるようになった」、「何かがうまくいった」といった達成
や上達に関するカテゴリーを設けている。ほめられる側の子どもにとっても達成や上達という
観点でほめられることは「ほめられた！」と意識できる分かりやすいほめの観点といえる。ま
た、青木（2005）の分類には「お手伝いをした」というものもあり、向社会的行動の観点もみ
られた。
　中央教育審議会（2016）の答申の中で、評価の観点の１つに「主体的に取り組む態度」があ
げられている。形式的な活動で評価するのではなく、子どもたちが自ら学習の目標をもって取
り組む姿勢などを評価の対象としている。このような自発・努力といったほめの観点も重要で
あることがわかる。
Table 1　ほめ場面の分類
大カテゴリ 中カテゴリ 小カテゴリ 件数 大カテゴリ 中カテゴリ 小カテゴリ 件数 大カテゴリ 中カテゴリ 小カテゴリ 件数
生活
着替え
着替え 6
遊び
リズム
遊び
リズム遊びをしているとき 1
社会
・
集団
自己調整
気持ちを言葉で表せた 2
着替えができた 3 手遊びが上手にできた 1 我慢して相手に何かしているとき 1
自分でズボン（オムツ、Ｔシャツ）がはけた 6 手遊びで元気よく行えた 1 けんかで手を出すのをこらえた 1
一人で着脱ができた 4 ダンス 1 悪いことを認めた 1
着替えようとしていた（取り組んでいた） 5 元気よく歌えた時 1
待つ
静かに待てた 8
ボタンを留めることができた 1 歌を歌い終わったとき 1 すぐに静かになれた時 1
排泄
排泄の報告 2
運動
遊び
走るのが速い 1 正しい姿勢で待てた 7
トイレに自ら行くことができた 4 縄跳びを何回も飛べた 1 しっかり話を聞いている 4
おむつ替えの時（ウンチが出ただけでも） 2 雲梯 1
遵守
時間を守る 1
トイレでできたとき 7 散歩 1 ルールを守っている 1
おまるでできたとき 2 園庭（外）遊び 2 言われたことができた 2
排泄 7 戸外遊びを頑張っている 1 みんなと同じタイミングで行動できた 1
食事
嫌いな（苦手な）ものを食べた 30 竹馬で上達した 1 やるべきことができた 1
上手に食べた 3 竹馬の練習を頑張っているとき 1 やるべきことを自分から動いた 1
自分で食べた 2 競争したとき 1 一日の振り返りをしているとき 1
食事のマナーを守れた 1 鉄棒 3
取り組み
挑戦している 2
スプーン／フォークが上手く仕えた 3 逆上がり（型はめ、前回り）ができるようになった 7 一生懸命何かに取り組んだ 1
たくさん食べた（完食） 18 鉄棒や縄跳びに挑戦しているとき 1 不得意なことを頑張っている 1
給食 2
製作
遊び
何かを作っているとき 19 自分だけでやり遂げた 2
一生懸命食べていた 2 製作で上手にできたとき 2 何かができた 7
苦手なものを完食して伝えてくれた 1 自分なりに一生懸命作った 1 スムーズに取り組めた 2
生活
習慣
全般
身の回りのことが上手にできた 1 製作が苦手な子がその子なりに取り組んだ時 1 頑張っている 5
身の回りのことをやろうとした 2 パズルが一人でできたとき 1 やりたいことができたとき 1
身の回りのことが一人でできた 1 上手に折り紙が折れたとき 1 きちんとできているとき 1
自分で自分のことができた 1 折り紙 1 話していたことができたとき 1
片付け
トイレのスリッパを揃える 2 好きな絵を描いているとき 1 できなかったことができるようになった 20
片付けを積極的（自ら）にする 11 上手に絵が描けたとき 2 自分の力でできたとき 2
片付けを手伝う 1 空想遊び 動物の真似をしているとき 1 達成したとき 2
友達に片付けを促した 1 勉強遊び 字の勉強 1 よい行動がとれた 3
他児が使っていたものを片付けた 2
活動全般
活動（遊び） 3 早く行動できた 1
協力して片付けた 1 一生懸命活動に取り組む 1 自分から気づき行動できた 2
片付け 14 自由遊びの時 2 できることが増えた 1
片付けに取り組んだ 1 室内あそび 1 できなかったことができるようになった 3
片付けが上手にできた 2 玩具で遊んでいるとき 2
手伝い
お手伝い（をした） 10
片付けを頑張っている 1 活動が上手くできた 1 先生のお手伝いをする 3
片付けを一生懸命している 1 面白いアイデアを出した 2 友達のお手伝いをする 6
片付けが早くできた 1 新しい発見をした 1 他学年のお手伝いをする 1
片付けがたくさんできた 1
思いやり
優しくできた（親切） 5
片付けをすぐに行う 1 友達に分からないことを教える 1
準備
準備を頑張っている 1 友達を助けた 3
準備が終わった時 3 一人で遊んでいる子を仲間に入れてあげた 1
準備が早くできたとき 2 友達を思いやる行動 9
スムーズに支度ができた 1 玩具の譲り合い 19
自ら進んで用意している 3 泣いている子を慰める 2
準備に時間がかかっている子にできていることを認める意味で 1 年下と遊ぶ 1
挨拶
元気に挨拶できた 2 年下に優しくする 1
返事ができた 1 年下の子に交通ルールを教えている 1
挨拶をきちんとできた 1
報告
報告してくれた 2
ありがとう／ごめんねが言えた 2 「先生、見てて」 3
元気な声 1 何か（作品）を見せてくれた 15
成長
歩けた 1 何か（特技）を披露してくれたとき 6
言葉が話せた 1 他者を
意識さ
せる
言うことを聞かない子がいたとき、言うことを聞いてくれる子をほめる 1
泣かずに母と別れられた 1 周りの子ができないとき、できている子をほめて自分で意識できるようにする 1
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Table 2　観点別のほめ場面
観点 場面 具体例 件数 観点 場面 具体例 件数
達成・上達
生活
着替えができた 3
自発・努力
生活
着替えようとしていた（取り組んでいた） 5
自分でズボン（オムツ、Ｔシャツ）がはけた 6 一生懸命食べていた 2
一人で着脱ができた 4 苦手なものを完食して伝えてくれた 1
ボタンを留めることができた 1 身の回りのことをやろうとした 2
排泄の報告 2 片付けを積極的（自ら）にする 11
トイレに自ら行くことができた 4 片付けに取り組んだ 1
おむつ替えの時（ウンチが出ただけでも） 2 片付けを頑張っている 1
トイレでできたとき 7 片付けを一生懸命している 1
おまるでできたとき 2 準備を頑張っている 1
嫌いな（苦手な）ものを食べた 30 自ら進んで用意している 3
上手に食べた 3
遊び
戸外遊びを頑張っている 1
自分で食べた 2 竹馬の練習を頑張っているとき 1
食事のマナーを守れた 1 鉄棒や縄跳びに挑戦しているとき 1
スプーン／フォークが上手く仕えた 3 自分なりに一生懸命作った 1
たくさん食べた（完食） 18 製作が苦手な子がその子なりに取り組んだ時 1
身の回りのことが上手にできた 1 一生懸命活動に取り組む 1
身の回りのことが一人でできた 1 我慢して相手に何かしているとき 1
自分で自分のことができた 1 けんかで手を出すのをこらえた 1
片付けが上手にできた 2
社会
・
集団
静かに待てた 8
片付けが早くできた 1 すぐに静かになれた時 1
片付けがたくさんできた 1 正しい姿勢で待てた 7
準備が早くできたとき 2 挑戦している 2
スムーズに支度ができた 1 一生懸命何かに取り組んだ 1
元気に挨拶できた 2 不得意なことを頑張っている 1
返事ができた 1 頑張っている 5
挨拶をきちんとできた 1
向社会的
生活
片付けを手伝う 1
ありがとう／ごめんねが言えた 2 他児が使っていたものを片付けた 2
歩けた 1 協力して片付けた 1
言葉が話せた 1
社会
・
集団
優しくできた（親切） 5
泣かずに母と別れられた 1 友達に分からないことを教える 1
遊び
手遊びが上手にできた 1 友達を助けた 3
走るのが速い 1 一人で遊んでいる子を仲間に入れてあげた 1
縄跳びを何回も飛べた 1 友達を思いやる行動 9
竹馬で上達した 1 玩具の譲り合い 19
逆上がり（型はめ、前回り）ができるようになった 7 泣いている子を慰める 2
製作で上手にできたとき 2 年下に優しくする 1
パズルが一人でできたとき 1 年下の子に交通ルールを教えている 1
上手に折り紙が折れたとき 1
上手に絵が描けたとき 2
活動が上手くできた 1
社会
・
集団
気持ちを言葉で表せた 2
言われたことができた 2
みんなと同じタイミングで行動できた 1
やるべきことができた 1
自分だけでやり遂げた 2
何かができた 7
スムーズに取り組めた 2
やりたいことができたとき 1
きちんとできているとき 1
話していたことができたとき 1
できなかったことができるようになった 20
自分の力でできたとき 2
達成したとき 2
よい行動がとれた 3
早く行動できた 1
自分から気づき行動できた 2
できることが増えた 1
できなかったことができるようになった 3
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　次に熟達者である元保育者のデータをまとめたものを table 3に示す。学生とは異なり、食事
や片付けといった具体的な場面・状況に関する記述というよりは、保育・教育活動全体を通し
て意識してきたことや保育・教育への思いが表れていた。ほめの観点に関しては、「承認」と
いう観点のカテゴリーも加えることができた。「○○ができた」や「○○をがんばった」など
のように対象が明確ではないというのが特徴といえる。先述した「ほめることが難しい理由」に、
ほめる場面や行動の不明確さがあげられていたが（堀、2018）、熟達者である元保育者は明確
ではない対象ですらほめる、評価をすることができるということであろう。曖昧なものですら
ほめる範疇だということは熟達化の一つのポイントであるかもしれない。初学者である学生は、
どうしても直近の、自明の対象をほめる対象として扱いがちである。しかし熟達者である元保
育者は、時間的に過去のことや未来の行動を導くような意味を含んで、目の前の子どもを承認
しほめていると考えられる。
Table 3　元保育者のほめ場面
元保育者 記述の具体例 観点
Ａ
・頑張ろうとする気持ちがある時（目標としているものに向かって取り組
んでいる時、活動に取り組む姿勢、結果によらず）
自発・努力
・話を聞く姿勢ができている時（一生懸命聞こうとする） 自発・努力
・優しい気持ちがある時（友達に対して、友達の変化に気づいた時、友達
の頑張りに気づいた時、友達の考えを理解しようとする時）
向社会的
・自分の気持ちが言えた時（ごめんなさいが言える、ありがとうが言える） 達成・上達
・クラスのために頑張ろうとする時（当番活動を一生懸命している、協力
する）
自発・努力
・子どもが頑張ったと思っている時（子どもたちに達成感がある時） 自発・努力
Ｂ
・何をしていても（例え遅くなっても、自分勝手な行為に集中していても） 承認
・いったんその子の気持ちを受け止めて寄り添う 承認
・その場に応じた「ほめ言葉」「子どもの行為」「子どもの気持ち」を認め
て、その場で評価することに終始していた
承認
Ｃ
・本来、叱るような場面（頭ごなしに叱らない） 承認
・やりたいことを子どもがした場面（主体性を認めてから、ルールを教え
る、大人の枠の中で対応しない）
自発・努力
・頑張れなくなりそうになっている場面（これまでのことをほめる） 承認
・我慢している場面 自発・努力
　ほめの観点の違いを熟達者である元保育者と初学者の学生で比較した（table 4）。その結果、
x2 (3) ＝120.202 , p < .01 で有意であり、残差分析を行ったところ、「達成・上達」の観点は元保
育者よりも学生の方が有意に高く（p < .01）、「自発・努力」や「承認」の観点は学生よりも元
保育者が有意に高かった（それぞれ p < .05，p < .01）。「向社会的」観点でのほめは有意な差は
みられなかった。
　このような熟達者（元保育者）と初学者（学生）の観点の違いは何を示しているのだろうか。
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いうまでもなく、どの観点でのほめも重要であり、子どもの成長にプラスに働く。しかし、熟
達の度合いによって、観点の幅が広がり、目前の子どもの姿だけでなく、一人ひとりの発達や
思いを考慮した関わり方、ほめ行動ができるようになると考えられる。Vander Ven（1988）は
５つの段階からなる保育者の発達段階モデルを示し、保育者としての思考やスタイルが変化す
るとしている。５段階とは「素人・新任の段階」、「初任の段階」、「洗練された段階」、「複雑な
経験に対処できる段階」、「影響力のある段階」であり、本研究の学生は最初の段階であり、元
保育者は最終段階まで到達していると考えられる。熟達度は年齢や経験年数と必ずしもイコー
ルとはいえないが、経験年数に伴って意図的で指示的な指導方法から、見守り・支持するとい
う受容的な指導方法に変化するといわれている（杉村・桐山、1991）。また、14年以上の保育
者は、子どもの年齢や時期、文脈によって「教示」や「見守り」という指導方法を使い分け、
更にその指導方法の違いは、先を見通すことができるかどうかの時間的展望の長さの変化によ
ることがわかっている（堀、1997）。つまり経験を重ねることで指導方法の変化が見られ、ほ
め行動においても指導の意図を意識したものになっていると考えられた。
Table 4　学生と元保育者の観点別ほめ場面の比較（件数、カッコ内は％）
学生 元保育者
達成・上達 179（63％） 1（8％）
自発・努力 61（21％） 6（46％）
向社会的 46（16％） 1（8％）
承認 0（0％） 5（38％）
計 286（100％） 13（100％）
　熟達化の過程において、保育者がもつ子ども観や保育観、効力感などがほめの観点にも影響
を及ぼすと予想される。岡田・中坪（2008）は、保育における幼児理解とは、保育行為の中で
積み上げられる「その子」に関する情報を、これまでの保育者自身の中での理解を照らし合わ
せ、修正し、新しい理解を構成していくもので、それは常に暫定的で、かかわりを通して再構
成し続けるものであると指摘している。ほめ行動ひとつとっても、熟達者は経験と省察の中か
ら子ども理解を深め、多角的に関わり行動をとっていると考えられた。今後は、子ども観や保
育観との関連を併せて検討し、ほめ行動の前提である認知段階の様相をさらに明らかにしてい
きたい。
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